
資料２

旧 新
備考

(所管・関係課)

 市は、武蔵野市長期計画をはじめ各種の個別計画、教
育委員会における教育目標及び基本方針に基づき、さ
まざまな特色ある施策を実施してきた。上記「施策の
基本的方向性」の実現に向けた重点的な取り組みは、
以下のとおりとする。

○子どもの尊厳と権利が尊重される地域社会の推進 ○子どもの最善の利益を尊重する地域社会の推進

　武蔵野市子どもの権利条例に基づき、子どもが成長
するすべての過程において、子どもの尊厳と権利が尊
重される地域社会を推進するため、さまざまな機会を
捉え、子どもの権利に関する普及、啓発等の取組みを
進める。また、子どもの権利擁護機関について、令和
６年度開設に向け制度内容の検討を行う。
　市の子どもに係る基本計画である第六次子どもプラ
ン武蔵野の策定にあたり、当事者である子どもの意見
を聴取する。
　学校において「子どもにとって大切な子どもの権
利」等について、子ども自身が学ぶ機会をつくり理解
を促すとともに、子どもの意見表明や子どもの参加の
実現に努める。

　武蔵野市子どもの権利条例に基づき、子どもの権利
に関する普及、啓発等の取り組みを進める。計画や施
策及び事業を実施するにあたり、当事者である子ども
の意見や意思を聴く機会を確保できるよう、様々な機
会を捉えて市全体で取り組みを進める。また、子ども
の権利擁護機関について、令和６年度中の開設に向け
準備を進める。
　学校において「子どもにとって大切な子どもの権
利」等について、子ども自身が学ぶ機会をつくり理解
を促すとともに、日々の授業や学校行事等において、
子どもの願いや想いを受け止め、その実現に努める。

子ども子育て
支援課
指導課

○妊娠期から学齢期にわたる切れ目のない支援及び体
制の推進

○子どもと子育て家庭への切れ目のない相談支援体制
等の構築

　発達、不登校、虐待、貧困など子どもや家庭、学校
に関する課題の多様化、複雑化に対応するため、関係
機関が連携して子どもと子育て家庭への包括的な支援
を行う。
　保健センター増築等に伴う複合施設整備にあたり、
子どもと子育て家庭への望ましい支援のあり方及び複
合施設における相談のあり方について引き続き検討を
行う。また、児童福祉法改正に伴う児童福祉と母子保
健の一体的相談体制について検討する。
　各関係機関においては、以下の施策を実施してい
く。
　健康課では、医療的ケアが必要な子どもの家族から
の相談や関係機関につなぐ役割などを担う「医療的ケ
ア児コーディネーター」による相談体制の充実を図
る。
　子ども家庭支援センターでは、子育て支援ネット
ワークの調整機関として、虐待、養育困難家庭に関す
る支援を行う。また、引き続き子どもの貧困対策に係
る関係者のネットワークの強化を図るなど、第五次子
どもプラン武蔵野に基づいた貧困対策の施策を推進す
る。
　各学校では、教員研修等を通して不登校や貧困等の
課題を取り上げ、教職員への理解・啓発を図る。
　教育支援センターについては、市立全中学校区に１
名ずつ配置したスクールソーシャルワーカーの活動な
どを継続する。

　発達、不登校、虐待、貧困など子どもや家庭、学校
に関する課題の多様化、複雑化に対応するため、関係
機関が連携して子どもと子育て家庭への包括的な支援
を行う。
　子どもの貧困やヤングケアラーの問題等、分野横断
的な課題に対応するため、関係機関と連携し相談支援
体制を強化する。
　児童福祉、母子保健、療育、教育等に係る相談支援
機能を、保健センター複合施設整備化を見据え、多部
門・多職種の連携による相談支援体制の構築を検討す
る。
　各関係機関においても、子どもと子育て家庭への切
れ目のない支援に必要な施策を実施していく。
　学校給食費の無償化については、国や都の動向を注
視し、 様々な観点からその効果や市独自で行うことの
必要性なども含めて検討する。

企画調整課
生活福祉課
健康課
子ども子育て
支援課
指導課
教育支援課

武蔵野市教育、文化等の総合的施策の大綱（令和６年度改定）

■重点的な取り組み
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■重点的な取り組み

○総合的な放課後施策の推進 〇子どもの居場所の確保

　すべての就学児童が放課後等を安全に過ごし、多様
な体験・活動ができるよう地域子ども館事業を充実さ
せる。
　保護者の多様なニーズに対応できる学童クラブの設
置を促進するため、民間学童クラブの開設支援を行う
とともに、児童増に対応するため学童クラブ室の整備
を引き続き進める。
　学童クラブの４年生以上の受入れについては学童ク
ラブの需要増に対応しながら、学校長期休業中の一時
育成事業について検討を進める。
　また、「放課後児童クラブ第三者評価基準ガイドラ
イン」を国が策定したことも踏まえ、学童クラブの安
定的な運営や質の向上に向けて、第三者評価を数年の
サイクルで全クラブ実施する体制を整える。

　子どもの居場所の確保については、当事者となる中
高生世代など若者からの意見も踏まえ、自由に来所で
き、安心して過ごし、集うことができる多様な居場所
として、既存施設の活用も視野に入れて検討を進め
る。
　学童クラブの児童増に対応するため、引き続き学童
クラブ整備を行うとともに、保護者の多様なニーズに
対応できる民間学童クラブについて、新規開設した施
設の状況を見ながら開設支援を進める。４年生以上の
受入れについては、これらの施設拡充の進捗等を見据
えながら検討する。
　長期休業中の学童クラブの昼食については、父母会
主催で行っている弁当配食での課題を解決するための
方策を検討する。
　小中学生の居場所づくりをさらに進めるため、学校
司書による図書館開放や合同部活動の設置、地域団体
との連携・協力などの取組を着実に推進する。

児童青少年課
指導課

○生きる力を育む幼児教育の振興

　「武蔵野スタートカリキュラム（試案）」の実行・
改訂をはじめ、幼稚園・保育園・認定こども園と小学
校との連携の場づくりを各校で推進し、幼児教育と小
学校教育の円滑な接続を進める。

　令和５年度に策定した「武蔵野スタートカリキュラ
ム」を基に、各校にて幼児期の豊かな学びを引き継い
だ取組を推進し、幼児教育と小学校教育の円滑な接続
を進める。また、幼稚園・保育園・認定こども園と小
学校との連携の場づくりを推進する。 子ども育成課

指導課

○学校改築の計画的な推進

　第一中学校について、入札不調を受け、工期の影響
を最小限にとどめながら、当初設計の水準を維持した
上で改築工事を進める。
　第五中学校については、実施設計に基づき改築工事
を進める。
　第五小学校及び井之頭小学校について、基本計画に
基づき基本設計を行う。また、学校のプールの在り方
についても検討を進める。
　なお、井之頭小学校については第一中学校の工期の
進捗を見ながら、実施設計以降のスケジュールについ
ても基本設計の中で検討を行う。
　改築の第一グループ後半４校について、昨今の社会
経済情勢や教育の質など、様々な観点から課題を精査
する。
　改築するまでの学校について、劣化・改良保全事業
（給排水管更新を含む）のほか、定期的な施設点検に
基づく必要な修繕を実施する。

　第一中学校及び第五中学校の新校舎・新体育館につ
いて、社会経済情勢を注視しながら改築工事を進め
る。
　第五小学校及び井之頭小学校について、基本設計に
基づき実施設計を行う。
　第二中学校と第六中学校との統合の要否とその後の
第六中学校跡地への第二小学校移転配置の可能性の有
無など、改築期間中も含めて、教育面を第一に様々な
観点から課題を検討し、関係者の意見も聞きながら方
針を決定して、事業を進める。
　改築するまでの学校については、劣化・改良保全事
業、定期的な施設点検に基づく必要な修繕を実施す
る。

教育企画課
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○学習者用コンピュータを活用した学びの推進

　学習者用コンピュータを適切かつ効果的に活用した
授業実践を蓄積する。また、運用上の課題等を検討・
協議し、各学校における実践に生かし、学校への支援
体制の充実を図る。
　 「ICTを使うことが当たり前の社会に求められる
『態度や知識・技能』を身に付ける」ために、児童生
徒が自律的・創造的に学習者用コンピュータを利活用
できるよう、家庭や地域と連携を図りながら、子ども
の発達段階に応じたデジタル・シティズンシップ教育
を推進する。その成果と課題を武蔵野市学習者用コン
ピュータ活用検討委員会で整理し、「武蔵野市学習者
用コンピュータ活用指針」を作成する。

　令和５年度に策定した「武蔵野市学習者用コン
ピュータ活用指針」に基づき、情報社会に参画しよう
とする態度やＩＣＴを活用した課題解決能力の育成な
ど、デジタル・シティズンシップ教育を家庭・地域と
連携して推進する。
　各校で蓄積してきた学習者用コンピュータを活用し
た授業実践や運用に関する知見を基に、次期端末や次
期学習サービス、教育データの利活用等について検討
していく。

指導課

○学校・家庭・地域との連携協働

　「学校・家庭・地域の協働体制検討委員会」の報告
書に基づき、運営に関するガイドラインを作成し、モ
デル校（境南小・第一中）を中心に、学校運営協議会
機能を加え、地域学校協働本部の機能を強化した開か
れた学校づくり協議会の運営や地域学校協働活動の促
進を図る。
　自然体験や地域活動の体験を通じ、子どもが市や地
域への愛着を高めるとともに、新しい時代に必要とな
る資質・能力等を育むことができるよう、学校・家
庭・地域が連携協力し、取り組みを進める。

　学校運営協議会機能を加え、地域学校協働本部の機
能を強化した開かれた学校づくり協議会の運営につい
て、モデル校（境南小、第一中）の取組を基に効果検
証を行い、令和７年度からの全校実施に向けた体制を
整える。また、モデル校の特色ある教育活動を推進し
ていくために、東京都教育委員会の制度を利用し、教
員公募を実施する。
　学校図書館の放課後開放や持続可能な部活動の推進
など、放課後の子どもの居場所について検討し、地域
等と連携して充実させる。
　自然体験や地域活動の体験を通じ、子どもが市や地
域への愛着を高めるとともに、新しい時代に必要とな
る資質・能力等を育むことができるよう、学校・家
庭・地域が連携協力し、取り組みを進める。

指導課
児童青少年課

○学校図書館の機能の充実

　学校図書館は単に本を借りたり読んだりする読書セ
ンターの機能だけではなく、子どもたちにとっての居
場所であり、学習センターや情報センターの機能を有
している。
　配置時間を拡充した学校司書や学校図書館担当教員
を中心に、放課後の学校図書館開 放や中央図書館との
連携、読書の動機付け指導等、学校図書館の活用を推
進する。

　学校図書館は単に本を借りたり読んだりする読書セ
ンターの機能だけではなく、子どもたちにとっての居
場所であり、学習センターや情報センターの機能を有
している。
　選書やレファレンスサービスの充実をはじめとした
学校司書の資質の向上、読書動機付け指導等の学校連
携事業の拡充、学校図書館資料の貸出増強のほか、市
立図書館による学校図書館支援を強化する。 指導課

図書館
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○総合体育館等の改修及び市営プールの整備方針の検
討

市民の誰もがスポーツを楽しめる環境の整備

　誰もがスポーツを快適に楽しむことができるように
総合体育館の長寿命化を図るため、保全と機能改善等
の大規模改修に向けて、工事内容の精査及び調整を踏
まえて基本計画を策定する。
　また、５年ごとに更新が必要な陸上競技場の第三種
公認検定を受けるため、改修工事等を行う。
　市営プールの整備については、第二期スポーツ推進
計画に示された方向性を踏まえ、第六期長期計画・調
整計画での議論を経て、今後の整備について検討す
る。

　市民の誰もがスポーツを楽しみ豊かな生活を送り続
けられるための取り組みを進める。
　市民スポーツの拠点である総合体育館については、
施設の長寿命化を図るため、保全と機能改善等の大規
模改修に向けて基本・実施設計を行う。
　市営プールについては、第二期スポーツ推進計画お
よび第六期長期計画・調整計画での議論を踏まえ、整
備方針を検討する。

生涯学習ス
ポーツ課

○武蔵野市文化振興基本方針に基づく文化施策の推進

　平成30年度に策定した「武蔵野市文化振興基本方
針」に基づき、様々な関係者と連携・協働する仕組み
や、文化振興基本方針の取り組みを評価する手法につ
いて研究・検討を進めていく。
　（公財）武蔵野文化生涯学習事業団が、施設や事業
部門間の連携を進めつつ、より質の高いサービスを展
開できるよう、関係部課及び新事業団の連絡調整の体
制を確保し、必要な支援・指導を継続する。

　令和３年度に策定された文化施設の在り方検討委員
会報告書を踏まえ、文化施設の活用や整備について検
討を進めるとともに、文化施策の評価を含む文化振興
基本方針に基づく取り組みを推進する。
　（公財）武蔵野文化生涯学習事業団が、施設や事業
部門間の連携を進めつつ、より質の高いサービスを展
開できるよう、関係部課及び事業団の連絡調整の体制
を活用し、必要な支援・指導を継続する。

市民活動推進
課
児童青少年課
生涯学習ス
ポーツ課
図書館
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